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児こ
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享す
す
むさ

ん

女
子
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育
に

　
　

  
身
を
捧
げ
た

高梁偉人列伝 ⑭

　
初
代
の
柴し

ば
原は

ら

宗そ
う

助す
け

校
長
は
明
治
19
年
に
辞

職
し
て
京
都
に
移
り
、
二
代
目
と
し
て
栁や

な
井い

重し
げ

宣の
り

校
長
が
就
任
す
る
。
彼
も
最
初
か
ら
の

後
援
者
で
あ
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。

大お
お

高た
か

檀だ
ん

紙し

の
製
造
は
父
の
代
で
終
わ
り
、
松ま

つ

山や
ま

戸こ

長ち
ょ
う、
明
治
17
年
か
ら
県
議
会
議
員
を

し
て
お
り
、
畜
産
業
で
活
躍
し
た
実
業
家

で
、
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
た
信
望
の
厚
い

人
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
筒
袖
、
袴
に
革
靴
の
時
代
か
ら
、

洋
装
時
代
に
移
ろ
う
と
し
て
い
た
。
県
下
で

も
明
治
17
年
に
は
岡
山
中
学
校
が
洋
服
で
制

服
が
決
め
ら
れ
、
明
治
19
、
20
年
よ
り
下
道

郡
、
上
道
郡
の
男
子
教
師
は
洋
服
着
用
が
決

め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
福
西
は
明
治
20
年
単
身
上
京
し
て
神
田

職
業
学
校
に
学
び
、
洋
服
の
仕
立
て
、
西
洋

洗
濯
、
毛
糸
編
み
物
、
造
花
、
手
芸
な
ど
の

技
術
を
修
得
し
、
翌
年
帰
郷
し
、
高
梁
に
初

め
て
ミ
シ
ン
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
新
し
い
時
代
に
応
じ
た
教
育
内
容
が
導
入

さ
れ
、
順
正
女
学
校
の
名
は
高
梁
の
名
前
と

と
も
に
、
遠
い
所
ま
で
響
き
渡
っ
た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　
私
立
順
正
女
学
校
は
裁
縫
科
と
文
学
科
を

も
っ
て
、
明
治
18（
１
８
８
５
）年
１
月
、
正

式
に
創
立
さ
れ
た
。
教
会
員
が
文
学
科
創
設

に
大
い
に
協
力
し
た
の
で
、
教
会
と
の
関
係

は
以
前
に
も
増
し
て
深
ま
っ
た
た
め
、
町
民

の
中
に
は
「
伝
道
学
校
」
と
非
難
す
る
人
も

い
た
。
し
か
し
、
援
助
な
し
に
は
私
立
の
女

学
校
を
運
営
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
教
会
員

の
支
援
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
福
西
志
計
子
に
と
っ
て
信
仰
は
活
動

の
原
動
力
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に

よ
っ
て
学
校
を
経
営
し
た
が
、
学
業
と
信
仰

は
別
で
、
生
徒
に
信
仰
を
強
要
す
る
こ
と
は

な
く
、
生
徒
の
な
か
で
信
徒
に
な
っ
た
人
は

少
な
か
っ
た
。

　
順
正
女
学
校
に
続
い
て
、
明
治
19
年
に
私

立
岡
山
女
学
校（
現
清
心
女
子
）、
私
立
山
陽

英
和
女
学
校（
現
山
陽
女
子
）が
創
設
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
の
持
つ
、

女
子
教
育
重
視
・
自
由
の
理
念
に
基
づ
い
て

い
る
。

　
教
育
内
容
の
充
実
に
つ
れ
て
生
徒
が
多
く

な
っ
て
、
新
校
舎
建
設
の
願
い
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
順
正
女
学
校
の
設
立
時
よ
り
、
厳

し
い
財
政
を
救
う
た
め
１
銭
講
が
始
め
ら

れ
、
明
治
39
年
ま
で
続
い
て
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
明
治
23
年
後
半
よ
り
木
曜
日
会
が

生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
教

師
が
校
舎
の
新
築
を
願
う
祈
り
の
会
で
、
そ

の
熱
意
は
協
力
者
を
動
か
し
、
明
治
26
年
10

月
６
日
に
第
一
回
の
新
築
相
談
会
が
開
か
れ

た
。
そ
こ
で
募
金
を
呼
び
か
け
る
新
築
趣
意

書
が
作
ら
れ
福
西
、
木き

村む
ら

静し
ず
かの

ほ
か
、
板い

た

倉く
ら

信の
ぶ

古ひ
さ

、
柳
井
重
宣
、
石い

し
川か

わ

豊と
よ

次じ

郎ろ
う

、
横よ

こ
屋や

幸ゆ
き
完ひ

ろ
、
蓑み

の
内う

ち

鉱こ
う

一い
ち

郎ろ
う
、
東

ひ
が
し

三さ
ん

省せ
い
な
ど
54
人

の
新
築
委
員
が
選
ば
れ
た
。

　
順
正
女
学
校
新
築
趣
意
書
を
要
約
す
る
と

―
、「
過
去
７
、８
年
間
の
我
が
国
の
女
学
校

は
欧
米
の
模
倣
の
傾
向
が
あ
り
、
学
は
高
遠

で
、
芸
は
浮
華
に
流
れ
、
日
本
婦
人
特
有
の

優
美
、
貞
淑
を
忘
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ

の
２
、３
年
来
、
女
学
校
は
衰
微
し
て
い
る

が
、
女
子
教
育
は
な
い
が
し
ろ
に
す
べ
き

で
な
く
、
学
を
以
っ
て
知
を
研
き
、
得
を
修

め
、
技
芸
で
身
を
立
て
、
家
を
保
つ
こ
と
を

目
的
と
し
、
良
妻
賢
母
を
得
る
教
育
は
国
家

の
急
務
で
あ
る
。
順
正
女
学
校
は
こ
の
主
義

を
採
り
、
明
治
14
年
７
月
よ
り
明
治
27
年
に

至
る
13
年
間
、
全
国
で
幾
多
女
学
校
が
興
廃

す
る
な
か
、
益
々
栄
え
、
そ
の
教
育
は
社
会

に
適
し
、
卒
業
生
は
人
の
師
、
良
妻
と
な

る
。
今
我
が
校
百
数
十
人
の
生
徒
を
有
し
、

教
場
狭
く
、
こ
れ
以
上
生
徒
を
入
れ
る
余
地

が
な
い
。
今
回
校
舎
新
築
を
企
図
し
て
い

る
。
我
が
校
の
主
義
に
賛
成
し
、
こ
の
計
画

の
賛
助
を
願
う
」

　
こ
の
呼
び
か
け
以
後
、
福
西
は
以
前
に
も

増
し
て
寸
暇
を
惜
し
ん
で
東
奔
西
走
し
、
新

築
委
員
を
は
じ
め
高
梁
町
民
の
協
力
に
よ
っ

て
、
約
三
千
円
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

順
正
女
学
校
の
礎
を
築
く
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